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長
計
策
定
へ
管
理
士
ら
と
連
携

個
別
マ
ン
シ
ョ
ン
に
応
じ
計
画
想
定

住
宅
金
融
支
援
機
構

25
年
末
の
ス
ト
ッ
ク
７
２
３
・
６
万
戸

築
40
年
は
１
５
８
・
８
万
戸
、20
年
後
３
・
２
倍

不
動
研

国
交
省

　
日
本
不
動
産
研
究
所
が
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
費
用
の
妥
当
性
を
事
前
検
証
で
き
る
ス
キ
ー
ム

に
関
す
る
検
討
を
始
め
て
い
る
。
大
規
模
修
繕
工
事
の
実
施
や
長
期
修
繕
計
画
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
管
理
組
合
を
募
り
、
エ
リ
ア
ご
と
に
〝
フ
ァ
ン
ド
化
〞
と
呼
ぶ
形
で
束
ね
、
フ
ァ
ン
ド

の
単
位
で
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
で
工
事
価
格
に
透
明
性
を
持
た
せ
る
の
が
構
想
の
柱
。
修
繕
工

事
を
行
う
部
位
の
資
材
や
数
量
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
客
観
性
を
持
た
せ
る
ほ
か
、
他
マ
ン
シ

ョ
ン
と
の
比
較
を
容
易
に
し
て
妥
当
性
を
検
証
し
や
す
く
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
工
事
の
見
積

も
り
徴
収
や
施
工
者
選
定
で
生
じ
る
管
理
組
合
の
負
担
も
軽
減
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

　
デ
ー
タ
化
に
は
、
建
物
の
建

設
時
に
使
用
す
る
部
材
や
そ
の

数
量
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

記
録
で
き
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」
と
呼

ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
竣

工
図
や
販
売
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
か
ら
、
工
事
で
必
要
と
な
る

部
位
の
サ
イ
ズ
や
数
量
な
ど
を

記
録
し
、
修
繕
周
期
の
把
握
や

工
事
費
用
の
算
出
な
ど
に
生
か

せ
る
よ
う
に
す
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

作
成
は
同
研
究
所
が
担
い
、
第

三
者
機
関
と
し
て
工
事
費
用
の

見
積
も
り
も
担
う
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に

よ
り
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
で
工
事
費
の
計
算
を

明
確
に
し
、
費
用
査
定
の
プ
ロ

セ
ス
を
透
明
化
さ
せ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
管
理
組
合
が
行

っ
て
き
た
施
工
会
社
へ
の
相
見

積
も
り
の
徴
収
や
契
約
交
渉
で

も
デ
ー
タ
を
根
拠
に
対
応
が
で

き
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
従
来

か
か
っ
て
い
た
負
担
の
軽
減
に

期
待
を
寄
せ
る
。
事
業
者
の
利

益
相
反
の
懸
念
を
抑
え
ら
れ
、

管
理
組
合
の
合
意
形
成
も
容
易

に
な
る
と
み
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
の
作
成
を
希

望
す
る
管
理
組
合
を
エ
リ
ア
単

位
で
フ
ァ
ン
ド
と
し
、
フ
ァ
ン

ド
を
構
成
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で

工
事
を
共
同
発
注
す
る
形
も
見

込
む
。
フ
ァ
ン
ド
内
で
修
繕
の

計
画
や
工
事
価
格
を
共
有
さ
せ

る
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
工
事
価
格
に
大
き
な
開
き

が
あ
る
場
合
で
も
そ
の
理
由
を

把
握
し
や
す
く
し
、
見
積
価
格

の
妥
当
性
を
検
証
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
施
工
会
社
と
し
て
も

複
数
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
工
事
を

受
注
で
き
る
た
め
、
資
材
の
大

量
購
入
な
ど
に
よ
り
価
格
を
抑

え
ら
れ
る
。
工
事
周
期
が
違
う

マ
ン
シ
ョ
ン
の
工
事
を
継
続
的

に
受
注
で
き
事
業
の
持
続
性
が

高
ま
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
ス
キ
ー
ム
を
検
討
し
た
同
研

究
所
の
立
石
正
則
・
建
物
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
室
長
は
「
こ

れ
ま
で
民
間
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
公
共
施
設
で
長
期
修
繕
計
画

の
策
定
や
そ
の
妥
当
性
の
検
証

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
マ
ン
シ

ョ
ン
で
も
妥
当
性
検
証
な
ど
を

行
い
、
専
門
性
に
乏
し
い
管
理

組
合
の
業
務
負
担
を
減
ら
せ
な

い
か
と
考
え
た
。
第
三
者
機
関

が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
生
か
し
て
計
画
を

つ
く
る
こ
と
で
、
大
規
模
修
繕

工
事
の
価
格
の
妥
当
性
が
見
え

に
く
い
と
い
う
課
題
の
解
決
の

糸
口
に
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

事
業
化
に
向
け
た
詳
細
な
検
討

ま
で
進
め
て
い
な
い
が
、
民
間

事
業
者
や
公
的
機
関
と
も
連
携

し
な
が
ら
実
現
を
模
索
し
た
い

考
え
だ
。

件
数
の
１
カ
月
平
均
が
約
１

５
０
０
件
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

26
年
度
は
６
月
に
約
３
０
０

０
件
、
７
月
に
は
約
４
０
０

０
件
と
大
幅
に
増
加
。
ア
ク

セ
ス
し
て
か
ら
実
際
に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

率
を
調
べ
る
と
、
25
年
度
は

毎
月
お
お
む
ね
30
％
程
度
だ

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
費
用
な
ど
を
試

算
す
る
ツ
ー
ル
「
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
を
活
用
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に
大
規
模
修
繕
工
事
の
価

　
大
規
模
修
繕
工
事
の
実
施

を
め
ぐ
っ
て
は
、
管
理
組
合

と
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

施
工
会
社
な
ど
の
事
業
者
と

の
間
で
情
報
の
非
対
称
性
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
談
合
や

管
理
組
合
役
員
の
な
り
す
ま

し
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
な
ど

問
題
が
生
じ
や
す
い
環
境
に

あ
る
。
専
門
知
識
を
持
た
な

い
管
理
組
合
で
も
工
事
価
格

の
妥
当
性
が
判
別
で
き
る
仕

組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
機
構
は
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
の
試
算
結
果
を
利
用

し
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ご

と
に
適
切
な
工
事
価
格
を
導

き
出
せ
る
仕
組
み
が
で
き
な

い
か
検
討
に
乗
り
出
し
た
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
、
管
理
規
約
な

ど
に
あ
る
基
礎
的
な
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
力
す

れ
ば
、
住
戸
数
や
築
年
数
に

応
じ
た
平
均
的
な
大
規
模
修

繕
工
事
の
費
用
や
、
今
後
40

年
間
の
修
繕
積
立
金
の
負
担

額
、
資
金
の
収
支
予
測
な
ど

が
無
料
で
算
出
で
き
る
。
た

だ
、
相
場
観
は
つ
か
め
て
も

個
別
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
そ
の

数
値
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る

の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
算
出
結
果
を
各
マ
ン
シ

ョ
ン
の
検
討
に
生
か
せ
る
よ

う
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
が

管
理
組
合
に
解
説
す
る
仕
組

み
を
設
け
る
。

　
大
規
模
修
繕
工
事
の
計
画

検
討
や
施
工
者
選
定
な
ど
に

長
け
た
管
理
士
が
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
数
値
を
参
考
に

し
な
が
ら
管
理
組
合
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、
客
観

性
や
専
門
性
を
持
た
せ
て
修

繕
計
画
や
工
事
価
格
の
妥
当

性
を
確
保
し
た
い
考
え
。
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
は

マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
・
る
債

を
活
用
し
て
い
る
管
理
組
合

と
す
る
方
向
だ
。
ま
た
管
理

士
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
入
力
代
行

も
担
う
。

　
管
理
組
合
の
希
望
に
応

じ
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛

争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が
工

事
の
見
積
も
り
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
た

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン

タ
ー
が
長
期
修
繕
計
画
の
作

成
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

連
携
す
る
こ
と
も
想
定
し
て

い
る
。
管
理
士
と
の
検
討
を

別
の
機
関
の
審
査
で
裏
付
け

た
り
、
長
期
修
繕
計
画
の
作

成
・
見
直
し
に
踏
み
込
む
管

理
組
合
に
も
対
応
す
る
。

　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
度
に
入

り
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
。
２
０
２
５
年
度
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
国
土
交
通
省
は
、
２
０
２

５
年
末
時
点
の
マ
ン
シ
ョ
ン

ス
ト
ッ
ク
総
数
が
約
７
２

３
・
６
万
戸
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
前
年
同
期
の
７
１

４
・
１
万
戸
か
ら
１
・
３
％

の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
築
40
年

以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
１
５

８
・
８
万
戸
存
在
す
る
と
推

計
し
て
お
り
、
全
体
に
占
め

る
割
合
は
21
・
９
％
と
な
っ

３３２社で６６５万戸受託 会員企業91％シェア

管理協の受託動向調査

　マンション管理業協会は２０２６年マンション管理受託動向調査の結果
を発表した。４月１日時点での会員企業の受託戸数は、前年度比０・２％
増の６６５万３６８０戸。受託組合数は０・７％減の10万５４４２組合、棟数は
０・５％減の12万４７６９棟となった。国交省の集計から推計した25年度末
のマンションストック数（７２６・０万戸）に占める会員企業の受託シェア
率は91・６％となった。
　会員企業の受託状況を規模別に見ると、最多は「３０００戸未満」で１４
４社。全体の43・４％を占めたが、前年からは15社、率にして２・８ポイ
ント減少した。一方、「５０００戸以上１万戸未満」の会員企業は１社増え
た59社、「３万戸以上」は３社増えた40社で、１万戸以上を受託する会員
企業の割合は前年度から１・２ポイント増の27・１％となっている。
　会員が管理を受託しているマンションをどういった経緯で受託したか、
その割合を調べると、新築物件からの受託が前年から２・９ポイント減の
62・４％、既存物件からの受託は２・９ポイント増の37・６％（割合は戸数
ベース）となり、既存物件の受託割合が増加した。既存物件の受託理由を
調べると、「他社管理物件からの受託」は４・３ポイント減の44・４％、「自
主管理物件」が０・６ポイント減の３・７％、「事業譲渡・合併」が０・３ポイ
ント減の17・６％となった。「不明・未回答」は34・２％だった。

大
規
模
修
繕
の
妥
当
性
に

ス
キ
ー
ム
提
起

ＢＩＭによる透明性確保 組合ファンド化で共同発注

っ
た
も
の
の
、
26
年
度
は
５

月
で
約
40
％
、
６
月
は
約
50

％
、
７
月
は
約
60
％
と
月
を

追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
。

大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る

報
道
が
増
え
た
こ
と
や
工
事

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
情
勢

を
踏
ま
え
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。

た
。
10
年
前
（
15
年
末
）
は

築
40
年
以
上
が
53
・
３
万
戸

で
全
体
（
６
２
２
・
３
万

戸
）
に
占
め
る
割
合
は
８
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

10
年
で
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン

の
割
合
も
大
き
く
増
え
て
い

る
。

　
築
40
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は

10
年
後
の
35
年
末
に
は
３
１

３
．
２
万
戸
と
現
在
の
ほ
ぼ

倍
増
に
な
る
と
見
込
ん
だ
。

20
年
後
の
45
年
末
に
は
５
０

３
．
７
万
戸
に
な
る
と
し
、

現
在
か
ら
は
約
３
・
２
倍
、

35
年
末
か
ら
は
１
・
６
倍
に

増
え
る
と
推
計
し
て
い
る
。

格
の
妥
当
性
や
適
正
な
長
期
修
繕
計
画
の
策
定
に
つ
な
げ
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
検
討
し
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
と
連
携
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
特
性
を
踏
ま
え
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
応
じ
た
工
事
費
を
導
き

出
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
金
額
の
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
長
期
修
繕
計
画
の
策
定
な
ど
に
も
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
考
え
。
今
年
度
内
に
も
枠
組
み
を
固
め
る
。
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